
ゼロカーボンシティ宣言をする松本市長

電気自動車を活用したカーボンニュートラルの実現
および災害対応に関する連携協定

給電デモンストレーションの様子

●植物を育て、地域の緑を増や
しましょう。

●自動車の使用を控え、なるべ
く公共交通機関や自転車・徒
歩で移動しましょう。

●シャワーの出しっぱなしを止め
るなど、水は大切に使いましょ
う。

●マイバッグを持ち歩き、買い物をする際は、省包装のものを選びましょう。
●生ごみは、十分に水分を切って捨てましょう。
●リサイクルできるものは、資源ごみに出しましょう。
　分別については、自治会を通じて配布した『家庭ごみの正しい分け方・出し方』
でご確認ください。 市ホームページにも掲載しています。

●冷房機器の設定室温は28℃、暖房機器の設定室温は20℃を目安にしましょう。
●誰もいない部屋の電気は消しましょう。
●使わない電化製品は、コンセントを抜くなど、待機電力を削減しましょう。
●家電を買い替えるときは、省エネタイプのものを選びましょう。
●再生可能エネルギーの導入を進めましょう。

南島原市ゼロカーボンシティ宣言について南島原市ゼロカーボンシティ宣言について
～2050年までに二酸化炭素排出量 実質ゼロを目指します!!～

　南島原市は、令和３年12月13日に2050年脱炭素社会の実現に向けたまちづくり
に取り組む決意表明として、『ゼロカーボンシティ』を宣言しました。
　今後、温室効果ガスの排出量や再生可能エネルギー導入の可能性などを調査した上
で、脱炭素社会実現に向けた計画を策定し、地域の特性を生かした具体的な取り組み
を展開していきます。 

特集

　ゼロカーボンシティとは、2050年までにカーボンニュートラル
［温室効果ガスの排出量を実質ゼロ（排出量と森林などによる吸収量
の差し引きがゼロ）］にすることを表明した自治体のことです。
　南島原市は、国内の地方自治体で502番目、県内で８番目の表明とな
ります。令和４年３月31日現在、全国で679自治体が表明しています。

ゼロカーボンシティとは…

　市では、令和２年度に第２次南島原市役所地球温暖化防止対策実行計画（事務事業編）を策定し、市役所にお
ける燃料、電気、水道、紙などの使用量削減に努めています。また、公共施設の照明器具や街路灯のＬＥＤ化
にも取り組んでいます。
　令和４年度にはごみ焼却熱利用の実証事業や給食センターの生ごみの発酵分解処理などにも取り組む予定です。

市役所での取り組みについて市役所での取り組みについて

　地球温暖化防止のためには、二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガスの排出を抑えることが重要です。小さな
ことでも、一人ひとりの取り組みが大きな力となります。
　行政だけでは脱炭素社会の実現は困難です。市民の皆さんも自分ができることから、温室効果ガスの排出削
減の取り組みをお願いします。

いま私たちにできること…いま私たちにできること…

節電につとめよう
電気を作り出す際に多くのCO2が排出されています

ごみの減量化につとめよう
ゴミを燃やすときに多くのCO2が排出されています

節水につとめよう
浄水場や湯沸かし器、下水処理場では、

多くの電気を使用します

マイカー利用を控えよう

CO2の排出を抑制しましょう

温室効果ガスを吸収する
環境を増やそう
ヒートアイランドの緩和

問環境課（衛生センター庁舎）　☎７３－６６４４
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